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　Telvanni家の一員になりたいだろうか。

　Telvanni家の魔術師に於ける著しい孤立主義の気質および余所者を嫌悪する気質を学んだ部外者は、しばしば、自分がTelvanni家に仕える地位を得ることは不可能であると考えるものである。
　これは全くもって真実から程遠いことである。
　例えば、Telvanniは自身の奴隷に対する権利を精力的に保護するため、そして、彼らは多数のArgonianとKhajiitを奴隷として保持するため、多数のArgonianとKhajiitは、自分がTelvanni家に仕えることは容認されるものではないと考えるものである。
　これは正しくない。Telvanniは、成員の候補者として、あらゆる種族を容認する。
　また、Telvanniは魔術師長〔wizard-lord〕の貴族たちによって統治されているため、多数の者達は、Telvanniは極めて優れた知性および意志力を具える志願者のみ採用すると考えるものである。
　これは正しくない。Telvanniは適度の知性および意志力を具える志願者を採用する。
　これは正しい――Telvanniに於ける昇進が高度の知性と意志力に依存すること、そして、魔術（とりわけ、神秘魔法、召還魔法、幻影魔法、変性魔法、破壊魔法、魔封術）に優れる志願者は高く早く昇進することを期待できること。
　しかし、如何なる種族の如何なる能力を具える冒険者であれ、Sadrith MoraのTelvanni議会館に在住する〈Telvanniの口〉〔Telvanni Mouth〕に対してTelvanni家への採用を申請するならば、彼らは心からの歓迎を期待できる。
　（Telvanni議員は、その本人が当該名家の議会に対して仕える訳ではない。その代わりに、彼らは“口”――議会館に在住する信頼できる助手であり、彼の保護者の代理として振る舞い、その保護者から伝令を受けたり議会業務に関する投票を行ったりする――によって代理されている。）
　Telvanni家の魔術師長たちが大抵の業務を忠実・高給・熟練の家臣に任せていること、これは事実である。〔しかし、〕Telvanni家は当該名家の下層階級から新しい成員を募集するけれど、必要とされている熟練工・専門家を雇用するために名家の外部に進出せねばならない。また、「Telvanni家は、Redoran所属の防衛・警備のための傭兵に対する依存の削減を選択した」という政治的理由から、西方出自の衛兵・間諜のための傭兵に対して依存することが余儀なくされた。
　Telvanni家に於ける昇進は、しかしながら、部外者にとって極めて困難である。潜在能力を具える志願者の幾らかを当惑させる大抵の事柄は、Telvanni家が、昇進の手段として、ライヴァルに対する殺害・暗殺を無頓着に容認することである。競争相手の殺害によって自分の価値を証明することに気が進まない者達、そして、そのような冷酷な環境に於いて競争することが心地よくない者達は、その時間と労力を魔術師ギルドに費やす方が良いだろう。
